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３　施設の利用状況

実施結果 計画

実施結果

25,090,000
自主事業収入

1,140,416 0 0

その他

0

0

0

吹田市立千里山竹園児童センター

23,953,784 25,090,000

0

0

実施結果

指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート（令和元年度）

吹田市千里山竹園２丁目１番５号

所管部室課名 児童部子育て支援課

設置年月日

【規模】
（構造）　　　　鉄筋コンクリート造２階建
（敷地面積）　９６９．０７㎡
（建築面積）　３４３．１２㎡
（床面積）　　１階３１９．３２㎡
　　　　　　　　２階２０６．２０㎡

【開館日等】
（開館日）　毎日開館（5/3～5/5及び
　　　　　　　　　　　　　　年末年始を除く）
（開館時間）  4～9月 10時～18時
　　　　      10～3月　9時30分～17時30分

施設名

(2)規模、開館日
等

所在地

計画

(5)指定管理者
の収支

自主事業

その他

計画

支
出

25,090,000管理経費

１　子どもの健全育成及び地域の子育て家庭への支援に関する業務
２　施設の管理運営に関する業務
３　施設の維持管理に関する業務
４　経営管理に関する業務
５　その他

(3)選定方法

(2)指定期間

吹田市立千里山竹園児童センター管理運営協議会

１　施設の概要

(1)指定管理者

２　指定管理者の概要

公募

(4)指定管理者
が行う業務内容

平成２１年１０月

次代を担う子どもたちが、「遊び」を通じて創造性や社会性、協調性を身につけ豊かな
人間関係を育むことを目的とする。

平成２７年４月１日　～　令和２年３月３１日　（５年間）

(1)設置目的

収
入

25,090,000

平成３０年度 令和元年度

25,090,000 25,090,000 25,090,000

0

0

0

利用状況を示す指標

0 0

0

4,200

平成３０年度 令和元年度

計画 実施結果

- 525 - 496

- 898 - 663

30,076

- 5,300 - 4,049

- 2,249 - 1,387

- 35,696 -



地域のボランティアの協力により除草・剪定が行われており、委託料が縮減されていた。また、地域に居住
する者を職員として採用することにより、通勤費が不要となり、人件費が縮減されていた。
日々の取組みとしては、館内の蛍光灯の間引き、使用していない部屋についてのこまめな消灯や印刷物
の裏紙利用などコスト削減に積極的に取り組んでいた。

館長、主任児童厚生員、児童厚生員を配置し、適切に役割分担がなされており、安定した人員体制となっ
ていた。また、事務処理を適切に行うために事務員を配置していた。
児童センターの職員だけでなく、運営委員をはじめ、多くの地域のボランティアの協力を得ながら、児童セ
ンターの運営に取り組んでいた。事務処理について、規則等で定められたことが実施できていない箇所が
見られたため、改善を求めた。

設置目的に合致した事業計画をたて、工夫を凝らした事業を地域の諸団体・住民の協力を得て実施してい
る。サービス向上に日々努力し、利用者の満足度が高い。安全対策においても職場会議や日々の業務の
中で注意喚起を図る等、周知が徹底されており、避難訓練等も定期的に実施されていた。自主事業とし
て、館内での火災、防犯等に関する事業等を実施している。

１　管理運営の方針については、事業計画書に記載されている事項を遵守されていた。
２　平等利用の確保については、利用者の公平性がきちんと確保されていた。
３　個人情報の保護については、吹田市個人情報保護条例をふまえたものになっていた。

(2)把握結果

主な意見として、次のものがあった。
・新規貸出図書、おもちゃのリクエスト
・天大中小、ドッジボール、鬼ごっこをもっとしたい。
・小さい年齢の製作などをもっと取り入れてほしい。

(3)結果を受けて
の対応状況

・新規図書やおもちゃの購入時にリクエストを反映させた。
・行事として「天大中小大会」「ドッジボール大会」を検討する。
・3歳児の育児教室を見直し、2歳児の受け入れを行う。

評価

(6)総合評価

(3)管理を安定し
て行う人員、資
産その他の経営
規模及び能力

(4)施設の管理
経費の縮減

(5)地域人材の
活用〔その他〕

項目

(1)市民の平等
な利用の確保

(2)施設の効用
の発揮

児童センターの行事や施設管理等に地域の諸団体や住民に関わっていただけるよう工夫されており、児
童センターでの活動が地域全体で子育てを行う基盤づくりにつながっている。利用者の意見を聴きながら、
設置目的に合致した様々な行事を実施しており、利用者満足度も高い。広報誌については利用者の意見
を取り入れながら作成されており、アンケート結果からみても改善がされている。また、独自のホームペー
ジを作成する等、施設の利用促進に努めている。
安全管理や個人情報の管理は職場会議や日々の業務の中で注意喚起を図るなど細部まで気を配ってい
た。事務処理面において、規則等で定められたことが実施できていない箇所が見られたため、改善の必要
がある。

地域に居住する保育士や教員の有資格者を児童厚生員として採用しており、地域の人材の活用を図って
いる。

５　管理運営状況に対する評価

(1)把握方法

・ご意見箱「あなたの声を聞かせてね」の設置
・こども会議の開催（月2回）
・利用者アンケートの実施（実施期間：令和元年10月20日～令和元年11月8日/回答者数：こども
向け88名/大人向け88名）

４　利用者ニーズの把握の状況


